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文責：校長 赤﨑 好次

今年はサッカーワールドカップ日本代表の活躍で、日本中が

歓喜に包まれる場面を数多く目にしました。目標としていたベスト

８は叶いませんでしたが、ドイツやスペイン等、強豪国を破り、自

分たちの力を信じて戦い続ける姿に多くの感動と勇気をもらいました。

さて、早いもので２０２２年も残り２週間となりました。子ども達は１２月２４日（土）から

冬休みに入ります。今年の冬休みは、１月５日（木）までの１３日間です。冬休みの間、家庭・

地域で過ごすことが多くなります。くれぐれも事故や事件に巻き込まれることなく、安全で楽し

い冬休みにしてほしいと思います。

保護者や地域の皆様には、今年一年、大変お世話になりました。来年もどうぞよろしくお願い

申し上げます。

今年の校内持久走大会は１１月２２日（火）

に実施しました。今年の大会は、昨年度まで

の順位を競う「競走型」ではなく、自分の記

録をどこまで伸ばせたかを競う「自己更新型」

に変更しました。

グランドに距離が分かるコーンを置き、一

定時間の中で自分の記録に挑戦しました。

大会当日は、多くの保護者の皆様の応援の

お陰で、自己記録を伸ばした児童が数多く見

られました。みんな、よく頑張りました！！

「味覚の授業」は、五感を活用しながら、味の基本とな

る４つの要素（「塩味」、「酸味」、「苦味」、「甘味」）に、

日本に根付き、第５の味と言われる「うまみ」を加えた５

味についての知識や味わうことの楽しみに触れる体験型学

習です。今年度は、本校５年生を対象に「味覚の授業」を

行いました。講師を務められたのは、食のプロフェッショ

ナルで、「Kokoya de kobayashi 」のオーナーシェフの地井
潤さんでした。

地井さんのユーモアあふれる分かりやすい説明で、子ど

も達も「味覚」について、自分の舌を通して確認すること

ができました。貴重な経験になったことと思います。

裏面もご覧下さい



毎年恒例の標記の大会が、令和５年１月９日（月）に宮崎市で開催

されます。今年度で１３回を迎える本大会は、小学生から一般までが

１本のたすきをつなぎ、市町村の期待を背負ってゴールを目指します。

本校からも下記の３名の児童がえびの市の代表選手に選ばれました。

これから合同練習等を通して、本番を迎えます。えびの市のために是非がんばってほしいです。

＜代表選手＞ ６年 德重 晃聖くん

６年 井植 悠真くん

６年 大久保 倖菜 さん

１２月４日から１０日の人権週

間に合わせて、小中合同の人権教

育研修会を小学校で行いました。

小中学校の全職員が、１・４・

６年生の道徳および学活の授業を 【４年１組道徳の授業】 【小中の先生方の協議会】

参観し、子ども達に豊かな人権感覚

を身に付けさせるためにどのような指導を行っていけばよいかについて、協議しました。

このような小中合同の研修会は、年に２回計画しており、お互いに授業を見合ったり、生徒指

導のことで情報交換を行ったりしています。

幼稚園・保育園との連携と同様、中学校との連携も大切にしています。

朝の気温が一桁になり、本格的な冬の到来を感じます。そのような寒さの中、子ども達は、元

気よく登校しています。寒い朝でも、子ども達の「おはようございます！」の声に、元気をもら

っています。

子ども達の登下校時の服装については、先日プリントを配付しましたが、寒い朝は、手袋を着

用させていただくとよいと思います。ポケットに手を入れたまま登校している児童は、手袋をし

ていない児童が多いです。安全面からも手袋の着用についてはご配慮ください。

また、何らかの理由で、学校まで自家用車等で送迎される場合は、横断歩道の近くでの駐停車

は大変危険ですのでご遠慮ください。（※ 道路交通法では、横断歩道の近く５ｍ以内は駐停車

禁止になっています。）できましたら、車道ではなく、安全な場所に車を止めて、横断歩道を渡

って登下校させていただきますようお願いします。

１２月 １月

２３日（金） 全校集会 ６日（金） 全校集会

２４日（土）～ 冬休み ９日（月） 市町村対抗駅伝競走大会

１０日（火） 代表委員会・委員会活動

１３日（金） クラブ活動

２７日（金） クラブ活動


